—— いや、 全く 左様です よ。 こう 時候が よくな り ま 

すと、 こうして 汽車の 旅 をす るの も、 大変 楽です な… 

…時に、 貴下 は どちらまで？ ああ 東京です か。 や 

はり 大学 も 東京の 方で …… ああ 左様です か。 いや 結構 

さ き 

な 事です な …… え、 私？ ああ 私 は、 ついこの 先方の 

H 巿 まで 参ります。 ええそう です。 あの 機関庫の ある 

ところで すよ。 

—— これで も 私 は、 二 年 前まで は 従業員でして な。 

あの H 駅の 機関庫に、 永い 間 勤めて いたんです …… い 

やその、 一 寸訳 がありまして な、 退職し たんです が、 

でも 毎年、 今日 つまり 三月の 十八 日に は、 きまつ 



てこう して H 巿 まで、 或る 一人の 可哀想な 女の ために、 

大変 因果な 用事で 出掛け るんで すよ …… え？ 私が 何 

故 鉄道 を 退職た のかです つて？ …… いや、 不思議な も 

ちょ うど 

ん ですな あ。 恰度 一年 前の 三月 十八 日に も、 私 は H 巿 

へ 行く 車中で、 やはり 貴下の 様な 立派な 大学生と 道 連 

れ になり ましてな、 そして 貴下と 同じ様に、 その 事に 

就いて 訊ねて 頂き ましたよ …… これ と言うの も、 きつ 

ぼしめ し 

と ホトケ 様のお 思 召なん でしよう …… いや、 とにかく 

嬉ん でお 話いた しましょう。 全く、 学生さん は、 皆ん 

なサッ パリして いられる から …… 。 

—— 私が 何故 鉄道 を 退職た か、 そして 何故 毎年 三月 



十八 日に H 巿へ 出掛ける か、 と 言います と、 実は これ 

に は、 少しば かリ風 変り な 事情が あるんで すよ。 でも、 

その 事情 と言うの が、 見様に 依って は、 大変 因縁 咄め 

あなたがた 

いてお りまして な、 貴下 方の 様に 新しい 学問 を 修めら 

れた 方に は、 少々 ムキが 悪い かも 知れません が、 でも 

つれ づ れ 

まあ、 車中の 徒然に —— とで もお 思いに なって、 聞い 

て 頂きましょう。 

さかのぼ 

—— 話、 と言うの は 数年 前に 遡 リ ますが、 私の 勤 

めて いた H 駅の あの 扇形 をした 機関庫に …… あれ は 普 

通に ラウンド • ハウスと 言われて いますが …… 其処に、 

とむら い 

大勢の 掛員 達から 「葬式 機関車」 と 呼ばれて いる、 黒々 



と 燻け た、 古い、 大きな 姿 体の 機関車が あります。 形 

o 4 ひきうす よんつ い 

式、 番号 は、 号で、 碾 臼の 様に 頑固で 逞しい 四 対 

みもち おんな 

の 聯結主 働 輪の 上に、 まるで 妊婦の ォ ナカみ たいな 

かま の つ 

太った 罐を 乗け その 又 上に 茶釜の 様な 煙突 や、 福助 頭 

の 様な 蒸汽 貯蔵 罐を 頂いた、 堂々 たる 貨物列車 用の 

炭 水車 付 機関車 なんです。 

ところが、 妙な 事に この 機関車 は、 H 駅の 機関庫に 

所属して いる 沢山の 機関車の 中で も、 ま、 偶然と 言う 

れ きさ つ そこつ 

ん でしよう が、 一 番鑠殺 事故 をよ く 起す 粗忽 屋 でして、 

大正 十二 年に 川 崎で 製作され、 直に 東海道線の 貨物 

列車 用と して 運転に 就いて 以来、 当時までに、 どうで 



ひき 

す 実に 二十 数 件と 言う 鑠殺 事故 を 惹起して、 いまでは 

もう 押しも押されもせぬ 最大の、 何ん と 言います か… 

…記録 保持者？ として、 H 機関庫に 前科者の 覇権 を 

握って いると 言う、 なかなか やかましい 代物です。 

ところで ここにもう ひとつ 妙な 事に は、 この 因果な 

テン ダ ー 機関車に まことに 運が悪いと 言います か、 宿 

命と でも 言う のです か、 十 年 近く もの 永い 歳月に 亙つ 

て、 機関車が 事故 を 起す 度 毎に、 運転 乗務員と して 必 

ず 乗 込んで いた 二人の 気の毒な 男が あつたん です。 

おさ だせん ぞう 

一 人 は 機関 手で 長 田 泉 三と 言い ましてな、 N 鉄道 局 

教習所の 古い 卒業生で、 当時 年齢 三十 七 歳、 鼻の 下の 



贋物の チヨ ビ髭を 取つ てし まえば 何処と なく 菊 五郎 張 

リの、 デッ プリした 歳よ リは ずっと 若く見える 大男で 

機関庫の 人々 の 間で はもろ に 「ォサ 泉」 で 通用って い 

すぎ もと ふくたろう 

ました。 で、 後の 一 人 は、 機関 助手の 杉 本 福 太 郎と言 

うま だ 三十に 手の 届かぬ 小男でして、 色が 生白く 体が 

痩せて いて、 いつも 鼻の 下に まるで 「ォサ 泉」 の 髭の 

様に、 煤 を コビリ 着かせて いる 奴なん です。 

二人共 呑気 屋で、 お 人 好で、 酒な ど 飲んだ 後な ど は 

ただ わけもなく 女 共に 搬み掛 つて は躁ぎ 廻る 程の 男 

なんです が、 それでも g • 雄 号の 無気味な 経歴に 対し 

ては少 から ず 敬遠 とで も 言 います か、 内心 よん ど 



ころない 恐怖 を 抱いて いたんです。 で 二人共 最初の 内 

はそんな 恐怖な ど 互いに ォクビ にも 出さない 様に して 

いたんで すが、 そうした 余り 気持の よくない 事故が 度 

重なるに 従って、 追 々にやり 切れ なくなって 来たんで 

す。 そしてと うとう、 当時より 三年 前の 或る 秋の 夜 I 

しぐれ 

I 恰度 その 夜 は 冷い 時雨が ソボ ソボと 降って おり まし 

たがな —— H 駅の 近くの 陸橋の 下で、 気の 狂った 四十 

ひき つ ぶ 

女の 肉体 を鑠 潰して しまった 時から、 「ォサ 泉」 の 主張 

で 彼等の 間に、 ひとつの 風 変り な 自慰が 取上げられた 

ん です。 と言うの は、 つまり 被害者の 霊に 対する ささ 

やかな 供養の 意味で、 小さな 安物の 花環 を 操縦 室の 天 



いつ o 1- とむらい 

て 何日の 頃から となく 人々 は、 g.l 号 を、 「葬式 機関 

車」 と 呼ぶ 様になって いたんです。 

いや、 学生さん。 

ところが ここ 二 年 前の 冬に 到って、 この 1 . W 号が、 

実に 奇妙な 事故に、 しかも 数回に 亙って 見舞われたん 

です。 

は い しも 

それ は 二月に 這 入って 間 もない 頃の、 霜の 烈しい 或 

る 朝の 事でした。 

当時 一 昼夜 一 往復で > N 間の 貨物列車 運転に 従 

事して いた g.l 号 は、 定刻の 午前 五 時 三十 分に、 霜 

ェキゾ —スト 

よりも 白い 廃汽を 吐き出しながら、 上り列車 として 



H 駅の 貨物 ホ— ムに 到着し ました。 

で、 早速 ホ— ム では 車掌、 貨物 掛 等の 指揮に 従って 

貨物の 積 降が 開始され、 駅 助役 は 手 提燈で 列車の 点 

検に 出掛けます —— 。 一方、 機関 助手の 杉 本 は、 ゴ ー 

ルデン • バ ッ トに炉 口の 火 を 点けて そい つ を横ッ ちょ 

に 銜える と、 油 差 を 片手に 鼻唄 を 唄いながら 鉄 梯子 を 

降りて 行つ たんです。 

が、 間もなく 杉 本 は 顔色 を 変えて 物 も 言わずに 

操縦 室へ 馳け 戻る と、 圧力計と 睨め ッ くら をして いた 

「ォサ 泉」 の 前へ 腰 を 降ろし、 妙に 落着いて 帽子と 手袋 

を 脱り 痩せた 掌の 甲へ 息 を 吹 掛ける と、 そいつで 鼻の 



下の 煤 を 綺麗に 拭き取つ たんです —— これが、 機関車 

の 車輪に 礫 死者の 肉片が 引ッ掛 つていた 場合の、 杉 本 

の 一 種の 合図、 と 言います か、 まあ、 癖なん です。 一 

寸断って 置きます が、 あの 巨大な 機関車が、 夜中に 人 

ひきころ 

間の 一 匹 や 二 匹を櫟 殺した かって、 乗務員が 知ら ン顔 

をして いる 様な 事 はいくら も あるんで すよ。 

で、 「ォサ 泉」 は 気を悪くして 立上りました。 そして 

黄色い声で 駅員 達 を 呼び寄せる のです。 —— 間もなく 

助役の 指図で 機関車 は 臨時に 交換され、 g.w 号 は 二 

人の 乗務員と 共に 機関庫へ 入院 させられました。 

ここで 二、 三 名の 機関庫 掛 員に 手伝われて、 機関車 



掃除す る だけの 誠意 さえ あれば 事 は 足り るんで すが、 

一 旦鑠 死者が、 機関車の 車台の ど真ン 中へ 絡まり 込ん 

ホイル . セ ンタ— 

で、 首 ッ玉を 車軸の 中へ 吸い込まれたり、 輪 心 や 

コンネ クチン グ ■ ロッド 

連 結 桿に 手足 を 引 掛けられて 全速力で 全身の 物 

凄い 分解 を させられた 場合なん ぞは、 機関車の 下ッ腹 

はメチ ヤメ チヤに 赤黒い ミソを 吹き 着けられて、 夥し 

い 血の 匂い を、 発散す るんで す。 そして 又 そんな 時に 

は、 きまって 被害者の 衣服 は それが 男の 洋服であろう 

と 女の キ モノで あろうと 着ぐ るみす つかり 剝ぎ 千切ら 

れて、 機関車の 下ッ 腹の 何処かへ 引ッ掛 つてし ま うん 

です。 こんな 場合の 車の 掃除が、 所謂 「ミソ になる 鑠 



死者」 でして、 機関庫の 人々 を クサら せ るんで す。 

ところで、 いま、 転 車台で ク ルリと 一 廻りして 

扇形 機関庫へ 連れ込まれた g • 附 号です が、 一寸 調べ 

ひきつぶ 

て 見る と、 何処で いつの 間に 礫 潰して 来たの か、 こい 

つが その 「ミ ソ」 の 部類に 属する 奴なん です。 

杉 本 は 顔 を 顰めて タオルに 安香 水 を 振り 蒔き、 そい 

つ を マスクに して 頭の 後で キ リツと 結ぶ と ゴムの 水管 

さ き きかん 

の 先端 を 持って、 恰度 機関車の 真下の 軌間に パック リ 

口 を 開いて いる 深さ 三尺 余りの 細長い 灰坑の 中へ 這 

入って 行きました —— 。 

ところが、 ここで 奇妙な 事が 発見され たんです。 と 



言う の は、 こんな 場合 いつでも する 様に、 杉 本 は 機関 

車の 下ッ 腹へ 水 を引ッ 掛けながら、 さて 何処 やらに 若 

い 娘の キ モノで も 絡まり 込んで いない かなと 注意して 

見たん です。 が、 礫 死者の 衣類と 思われる 様な もの は、 

襦袢の 袖 ひとつす らも 発見から なかつ たんです。 けれ 

ども その代りに、 杉 本 は、 妙な 毛の 生えた 小さな 肉片 

を、 まるで ジグソ ー . パズルで もす る 様な 意気込んだ 

調子で 鉄火 箸の 先に 挟んで 持 出して 来ました。 で、 早 

速 皆ん なで 突 廻して 鑑定して いる 内に、 検車 係の 平 田 

と 言う 男が 、 人間の 肉片に して は 毛が 硬く て 太 過ぎる、 

と 主張し 始めたん です。 で、 騒ぎ 始めた 一同 は、 二、 



三の 年寄 連中 を 連れて来て 再び 調べ 始めたん です。 そ 

して その 結果、 どうです。 意外に も 黒 豚の 下腹部の 皮 

膚 であろう、 と言う 事に 決定し たんです！ 

い やと y 」 ろが、 ， 」 の 意外に も 奇妙な 決定 を 裏書す る 

報告が、 それから 二 時間 程 後に H 駅 所属の 線路 工手に 

依って 齎らされました。 と言うの はですな、 H 駅 を 去 

る 西方 約 六哩、 B 駅 近くの 曲線に なって いる 上リ線 

路上に、 相当 成熟し 切った ものら しい 大きな 黒 豚の 無 

惨な バラ バラ 屍体が 発見され たんです。 B 駅 と言うの 

は、 多分 御 承知の 事と は 思います が、 県立 農 蚕 学校の 

所在地と して 知られた 同じ 名の 一 寸 した 町に ありまし 



てな、 その 町の 近郊の 農家で は 副業と しての 養豚が 非 

常に 盛んなん です。 で、 多分、 何 かの 拍子で 豚舎の 柵 

を 飛び出した 黒 豚が、 気ままに 力— ブ 附近の 線路 を 散 

歩 中 不慮の 災難に 出合った ものに 違いない —— とま あ、 

そんな 風に 機関庫の 人々 は片附 けて、 やがて この 事件 

も 割合 簡単に ケリ がつ いたんです。 そして 人の 好い あ 

くまで 親切な 「ォサ 泉」 は、 粗末ながら も 新調の 花環 

を 操縦 室の 天井へ ブラ 下げて、 再び 仕事に 就き 始め ま 

した。 

すると、 それから 数日 を 経た 或る 朝、 やはり H 駅へ 

午前 五 時 三十 分 着の g . M 号の 車輪に、 再び 新しい 黒 



豚の ミソ がくつ 着いて 来たんで す。 調査の 結果、 礫 死 

地点 は 前回と 同じ B 駅に 程近い 力— ブの 上り 線路 上で 

ある 事が 判りました。 不思議と 言 え ば 不 思 議で すが、 

偶然 と 言って しまえば それまでです。 で、 「ォサ 

泉」 も 助手の 杉 本 も、 四十九日 どころ かま だ 初七日に 

しかなら ない 前の 黒 豚の 花環の 横ッ ちょへ、 もう ひと 

つ の 新しい 奴 を 並べ なければ ならな か つたんで す。 

ところが、 学生さん。 

故意 か、 偶然 か、 又しても 数日後の 或る 朝、 同じ 力- 

M 号の 車輪に、 今度 はさ だめし 柔 かそうな 白 豚の ミソ 

がくつ 着いて 来たんで す。 助手の 杉 本 は、 早速 鼻の 下 



の 煤 を 拭き取りました。 まさに 三度 目です。 時刻 も 場 

所 も 前 二回と 全く 同じです。 機関庫 主任の 岩 瀬さん は 

とうとう B 町の 巡査 派出所へ ヮ タリ をつ けました。 

派出所の 安藤 巡査からの 報告に 依ります と、 三 匹の 

豚 は、 やはり B 町 附近の それぞれ 別々 の 所有者から、 

それぞれの 時日に 盗まれた ものである 事が 判りました。 

わるさ とむらい 

が、 何者の 悪戯 かサッ パリ 判りません。 ただ 「葬式 機 

関 車」 g . 5 号 は、 まるで 彼岸会の 坊主み たいに 忙し 

かったんです。 

でも、 ここで 私 は、 もう 一度 …… いや、 学生さん 全 

く 冗談 じゃあな いんです よ。 本当にもう いちど、 同じ 



様な 礫 殺 事件が もちあがつ たんです。 —— 凡ての 条件 

ひき - .1 ろ 

は、 前 三回と 殆ど 同じでした。 櫟 殺された 豚 は 白 豚で、 

トンネルの 洞門み たいな 猪 鼻が …… どうです、 主 働 輪 

クランク 

の 曲 柄に チョコ ナンと 引ッ掛 つて、 機関車が 走る 度 毎 

かざぐるま 

に 風車 の 様に クル リク ルリと 廻つ てる じゃあ 有リま 

せんか。 

岩 瀬 機関庫、 七 原 検車 所の 両 主任 は、 カンカンに 怒つ 

てし まい ましたよ。 —— 全く、 悪戯に して は 少し 度が 

過ぎ るんで すから な。 で、 早速 機関庫 助役の 片 山さん 

を 指揮者と する 三 名の 調査 委員 を 選抜して、 B 町へ 出 

張 調査させる 事に な つたんで す。 



した 保線 課の 係員 を 案内 役と して、 翌日の 午後 二 時 発 

の 下り列車で、 早速 B 町へ やって来 たんです。 

力— ブ マイル 

現場の 曲線 線路 と言うの は、 B 駅から 一 哩 足らず 

の H 駅 寄りに あって 力— ブの 内側 は 上り 線に 沿つ て 松 

林、 外側 は 下り線に 沿って 一面の 桑畑なん です。 で、 

一 同が 数字の 書かれた コンク リ— トの 里程標の 立つ 

ている 処 まで やって来 ますと、 案内 役の 保線 課員 は片 

山 助役へ、 四遍 目の 事故が あつたの は 昨日の 事 だから 

もう 後 片附け は 綺麗に 済んで いる 旨 を 断って、 現場に 

関する 一通りの 説明 を 始めたん です。 それに 依ります 

と 事故の 現場 は 四遍共 全く 同じ その 地点であって、 そ 



マイ 几 . ボス 卜 

の 度 毎に、 そこに 立って いる 里程標と、 それから 枕木 

よつ あたまく ぎ ふくしん 

の 四 頭 釘 —— これ は 力— ブに 於け る 線路の 匐 進 を 防 

レ— ル チヨ ック 

ぐた めに、 軌条に 接して 枕木の 上へ 止木 を 固定させる 

頑固な 釘なん です が、 その 頭 は、 どの 止木の それ も そ 

うで ある 様に、 普通 五分 位 飛び出て いるんで す —— で、 

つまり その 釘の 頭と 里程標の 両方に、 それぞれ 普通の 

藁緦の 切れ端が 着けられ たままで 残って おりました。 

「 …… で、 要するに」 と 保線 課員が 最後に 附加 えまし 

レ. -ル チヨ ック 

た。 「 …… つまり 犯人 は、 軌条の 外側の 止木の 釘と、 反 

マイル ■ ポスト レ— ル 

対 側に ある 里程標との 間へ 緦を 渡し、 その 軌条の 中心 

に 当る 部分へ 豚 を 縛りつ けて 礫 殺した ものであろう、 



と 私達 は 思う のです が —— 」 

すると 片山 助役が こう 言いました。 

「じゃあ、 ど の 豚 公 も 皆 殺される 前 ま では 生きて たん 

だね。 でもそう すると、 よくも 繩で 縛った 位の 事で 逃 

げ なかった もの だ —— 犯人が 力 ー ブの 地点 を 利用した 

の は、 成る 程、 縛って ある 豚 を 機関車に 発見され て 停 

車され るの を 恐れた からだろ うが、 それでも、 豚 公の 

方で は 近附く 轟音に 驚いて、 そんな 藁緦位 切って しま 

いそうな もの だ J 

と、 それから 助役 は、 もうこの 現場に はこれ 以上の 

収穫がない と 思った のか、 案内 役へ、 豚 を 盗まれた 農 



家 を 訪ねた い 旨 を 申出ました。 

やがて 一 行 は 桑畑の 中の 野道 を 通り越して、 間 もな 

く 静かな B 町の 派出所へ やって来ました。 そこで 厳 

しい 八字髭の 安藤 巡査に 案内 を 頼んで、 四遍 目の 犠牲 

者 を 出した 農家 を 訪ねる 事が 出来たん です。 

その 家の 主人 と言うの は、 五十 がらみ の 体の 大きな 

ァ バタ 面の 農夫です が、 一 行 を 迎える と、 臆病そう に 

きたな ぶ き 

幾度 か 頭 を 下げながら 穢 ぃムッ とする 様な 杉皮 葺の 

豚舎へ 案内し ました。 そして そこで、 盗まれた 白 豚 は 

自分の 家の 豚の 中で も 最も 大切に して いた ョ ー ク 

シャ ー 系の 大白 種で 六十 貫 も ある 大牝 だと か、 あんな 



起きて 来ます から そい つ へ 干菓子 を くれてや るんで す- 

喜んで 従いて 来ます」 

と、 そこで 助役が 訊ねました。 

「 四遍共 調査な さ つ た 結果、 そうして 盗まれた と 言う 

事が 判つ たんです ね？」 

「そうです。 四 人の 被害者の 陳述 は、 大体そう 言う 風 

に 一 致して おります からな」 

すると 助役が 言いました。 

「一寸 ご 面倒です が、 前後 四 件の、 それぞれの 日附を 

聞かして 下さいません か？」 

「正確な 日附 です か？ …… ええと」 安藤 巡査 は ポケッ 



ト から ノ ー トを取 出して、 「ええ 最初 は、 二月の、 十一 

日 …… 次が、 ええ 二月 十八 日 …… それから、 二月 二十 

きのう 

五日。 そして 昨日の 三月 四日 —— と、 それぞれの 午前 

五 時 頃までの 真夜中です」 

「 …… はは あ、 じゃあ や ッぱり …… いや、 すると 七日 

目 毎に 盗られた と言う 事になる じゃあな いです か £: 

にちげつ 

とすると、 今日は 月曜日で すから、 日月 と、 つま 

リ 日曜日の 朝 毎に 盗られ たんです ね」 と 助役 は 暫く 考 

えてい ましたが、 やがて r …… いま、 この 町で、 日曜 

日、 いや 日曜 以外の 日で もい いんです が、 とにかく 一 

週間に 一 度ず つ 定期的に 繰 返される 一 切の 変化 —— そ 



れは どんなに 一 寸 したつ まらない もので もい いのです 

が、 例えば、 会社、 学校が 毎日 曜日に 休む とか 床屋、 

銭湯が 何曜日に 休業す ると か、 或は 又 何 かの がが 毎週 

何曜日に 立つ とか、 どんな 事で もい いんです から、 と 

にかく この 町で 七日 目 毎に 起る 事 を、 全部 一度 聞かせ 

て 見て くれません か？」 

さすが あき 

この 質問に は 流石に 安藤 巡査 も 呆れた と 見えまして、 

暫く 眉 根 を 顰めながら 考え を 絞って いました が、 やが 

て 顔 を 挙げる と、 

「 …… 会社、 と 言っても H 銀行の 支店です が、 町役場、 

信用組合 事務所、 農 蚕 学校、 小学校、 まあ 日曜日に 休 



や 果実、 草花な どです。 …… 仲々 繁昌し ます」 

すると 片山 助役 は、 その 答弁に どうやら 元 気をつけ 

られ たらしく 今度 は 話題 を 変えて、 

「犯人が まだ 挙げられない とします と、 捜査 や、 事後 

の 警戒 はどうな つ ていましょう か？」 

すると 安藤 巡査 は 昂然と し て 、 

「勿論 処置 は 取って あります。 しかし どうも、 手不足 

でして な」 

「いや、 何分お 願いし ます。 でも、 却って 余り 騒がな 

い 方が いいと 思います。 じゃあ、 もうこれ 位で …… 」 

助役 はそう 言って、 部下の 機関庫^ 員 や 案内 役 を 促 



しました。 そして 一 行 は、 間もなく 静かな 夕暮の B 町 

を 引 挙げたん です。 

—— 一体、 機関庫 助役の 片山 と言う 人 は、 もう 部下 

つきあ 

達 も 相当 期間 交際って たんです が、 どうも まだ、 時々 

人 を 不審が ら せる 様な 変な 態度に 出る のが、 彼等に は 

甚だ 遺憾に 思われて たんです。 何故って、 例えば B 町 

を 引 挙げた 助役 は、 H 機関庫に 帰って来 ると、 直ちに 

とむら い 

翌日から まるで 「葬式 機関車」 の 奇妙な 事件 なぞ はも 

う 忘れて しまった 様に、 ィケ 洒蛙洒 蛙と 平常の 仕事 を 

続け 出したん です。 二日 経っても、 三日 経っても 依然 

として そのまま なんです。 で、 堪えかねた 部下の 一 人 



したが、 とにかく 半時 間近く も 闇の 中 を 飛ばし 続けた 

くるま 

片山 助役 は、 と 或る 野原で 自動車 を 降りる と、 自動車 

は 其処へ 待た して 置いて、 吉 岡へ 静かに 従いて 来る 様 

眼 配せ して 傍らの 松林へ 這 入って 行つ たんです。 吉岡 

は 段々 眼が 覚めて 来ました。 そして 間もなく 灌木の 間 

の 闇の 中へ 助役と 一 一人で どっかと 腰を下ろした 時には、 

彼等の 前方 十 間 位の 処が 松林の 外れに なって いて、 そ 

の 直ぐ 向う は あの B 駅に 近い 力— ブの 鉄道線路 である 

事が 判つ たんです。 夜露で、 寒くな つて 来る につれ て、 

吉 岡の 頭 は 少しずつ ハツ キリして 来ました。 そして 

追々 に 助役の している 事が 判って 来たんで す。 助役の 



「毒 を 飲まされた のさ」 

そう 言って 助役 は、 結んで ある 網 を 解き 始めました。 

そして 間もなく 二人 は、 可哀想な 豚 を 引摺る 様に して、 

くるま 

自動車の 待た して ある 方角へ 松林の 中 を 歩き 出し まし 

としゃ 

た。 けれども 途中 幾度 か 激しい 吐瀉に 見舞われた 豚 は、 

自動車の ある 処 まで 来る ととうとう 動かな くな つてし 

まいました。 痙攣 を 起したん です。 で、 仕方なく 側の 

立 木へ 縛って 置いて、 驚いて いる 運転手へ 彼等 だけ B 

町の 派出所へ 遣る 様に 命じました。 そして 恰度 二人が 

自動車 へ 乗つ た 時に 松林の 向う を疾る 汽車の 音が 聞え 

て 来る と、 



「あれが 力 . J 号の 貨物列車 だよ」 

と、 助役が 言いました。 

それから 役 等 は 〔# 「役 等 は」 は ママ〕 B 町へ 出掛けて 

くるま 

安藤 巡査に 豚の 処置 を 依頼す ると、 そのまま 自動車で、 

もうす つかり 明け放れた すがすがしい 朝の 郊外 を、 H 

駅まで 疾る 事に なつたん です。 

車中で、 吉岡は 助役に 訊ねました。 

「あの 豚 は 殺して 解剖す るんで すか？」 

すると 助役 は、 

「う うん。 もう 豚 公に は 用 はない よ。 僕 は、 彼奴が 

くいあ ま 

食 余した 餌と 毒 を、 手に入れ たからね」 とそう 言って 



なくて、 犯人 は途々 毒の 入った 餌で 豚 を 釣りながら 線 

路の 上まで 連れて来 ると、 それから 軌条の 間へ 動かな 

いくら どくえ 

い 様に 縛って 尚 幾何 かの 毒 餌 を 与える。 次第に 毒の 作 

用が 始まる。 g.l 号が やって来る —— とま あ 大体 そ 

んな 風に ね。 …… だが それにしても、 この 干菓子 は 一 

おもちゃ 

体 何だろう？ 僕 はこん な 玩具み たいな 煎餅 は 始めて 

見る。 君、 知って るかい？」 

と、 そこで 吉岡は 早速 首 を 横に 振りました。 そして 

間もなく H 駅へ 帰リ 着いた 二人 は、 機関庫の 事務室 を 

根拠地に して、 あの 冒険で 獲得した 妙な 手 掛リに 対す 

る 研究 を 始めたん です。 



最初の 日 は、 助役 は 一 日中 落着いて 室内で 例の 干菓 

子 を 相手に あれ や これ やと 考え 廻して いた 様でした が、 

二日 目に はとうとう 外出して 調べ 始めました。 そして 

夕方に 帰って来て 仕出しの 料理で 晚飯を 終える と、 早 

速吉 岡と もう 一 人の 調査員 を 捕えて、 こんな 事 を 言つ 

たんです。 

「君達、 明朝で いいから 一寸 B 町まで 行って くれ 給え。 

ほか 

外で もな いんだが …… ま、 とにかく 一応 説明しょう」 

そう 言つ て 例の 干菓子 を 一 一人の 前に 並べながら、 「僕 

は 今まで かかって 調べた 結果、 やっと この 煎餅の 正体 

が 判った よ。 この 奇妙な 子供の 玩具の 小さな 風車み た 



ま ず 

いな、 如何にも 不味そう な 煎餅 は、 普通に 食用に 供す 

る もので はなく、 干菓子の 中で も 一番 下等な 焼物の 一 

種で、 所謂 飾 菓子と 言う 奴 だ。 そして この 地方で は、 

しかも 一般に この 菓子 を 『貼 菓子』 と 呼んで …… ほら、 

見た 事が あるだろう 9 …… 葬儀 用 専門の 飾 菓子に な つ 

てるんだ。 ところで、 この 煎餅の 表面の、 後から 糊で 

貼り 着けたら しい 小さな 小豆 を 砕いた 様な 木の実 だが、 

だいう いきょう しきみ 

色々 調べ た 結果、 学名 は 日本 産 大茴香 、 普通に 莽草又 

もく らん 

は ハナ シバ なぞと 呼ば れる木 蘭 科の 常緑 小 喬木の 果実 

であって な。 シキ ミン 酸と 呼ぶ 有毒 成分 を 持って いる 

んだ。 シキ ミン 酸 と言うの は、 ピ クロ トキ シン 属の痙 



た まっこう 

燻く、 あの 抹香 を 製造す る 原料に されて いるんだ。 判 

るかい。 つまり この 煎餅と 言い、 莽 草の 実と 言い、 二 

つながら 手掛 として は 非常に 特殊な 代物で ある 事に 注 

意し 給え。 ところで、 話 は あの 豚 公に 戻 るんだ が、 も 

しも 僕が あの 場合の 犯人であった なら、 なにも こんな 

風 変り な 品物 を 使わ なくたって、 例えば、 人参で もい 

い、 ごく ありふれた 餌で 豚 公 を 連れ出し、 さて 線路 上 

へ 来て、 緦で 縛る なんて 面倒な 事 はせ ず、 玄翁 か 何 か 

で 一度に 叩ッ 殺し、 そのまま 線路 上へ 投げ出して 置く 

I が、 しかし、 この場合の 犯人 は、 既に 僕 等 も 見て 

来た 様に、 実に 不自然な、 むしろ 芝居 染みた 道具 立 を 



している。 ね。 ここんと こだよ。 こんな 風 変り な 特殊 

な 品物 を、 しかも 毎々 利用す るの は、 それらの 品物が、 

犯人が 何よりも 簡単に 入手 出来る 様な 手近な ところに、 

つまり 犯人が、 それらの 品物 を 商売して いる 事 を 意味 

す るんだ。 で、 僕のお 願い と言うの は B 町 及び B 町附 

近に、 あの 葬儀 用の 『貼 菓子』 と、 抹香の 製造 販売 を 

している 葬具 屋が、 有る か 無い か 君達 二人に 調べ て 貰 

いたいんだ」 

とま あそん な 訳で、 翌朝 二人 は B 町へ 出掛け たんで 

ところが、 小さな 田舎 町の 事です から、 巡査 派出所、 



町役場 等で 問い 合せた 結果、 間もなく 片山 助役の 註文 

に 符合す る 様な 葬具 屋の 無い 事が 判りました。 

で、 二人の 部下 は 力 を 落して H 駅へ 引返す と、 助役 

に その 旨 を 報告し ました。 すると 助役 は、 意外に も嬉 

しそうな 調子で、 こう 言 うんです。 

「多分そう だろうと 思って いたよ。 いや、 それでい い 

んだ。 君達の 留守中に、 僕 は 機関庫へ 行って、 あの 

とむらい せん 

『葬式 機関車』 の 『ォサ 泉』 が、 いつも 花環 を 買う 店 は 

何処 だと 訊いて 見たら、 直ぐ 機関庫の 裏手 附近の、 H 

じ っぽう しゃ 

巿の 裏町に ある 十 方 舎と 呼ぶ 葬具 屋 である 事が 判った 

んだ。 そしてし かも その 店で は、 『貼 菓子』 は 勿論、 抹 



香の 製造 販売 もして いるら しい 事が 判つ たんだ。 これ 

から 直ぐに 出掛けよう。 そして 直接 当って 調べた 結果、 

十 方 舎と、 B 町の 何 か —— との 間に、 一週に 一度ず つ 

何等かの 関係の 有る 事 さえ 判れば、 もう 事件 は、 最も 

合理的に 一 躍 解決へ 進む 事に な るんだ」 

と、 そこで 早速 彼等 は 出掛けました。 

そして 機関庫の 裏 を 廻って、 間もなく 薄穢ぃ 二階建 

の 葬具 屋 II 十 方 舎 へやつ て 来ました。 

助役 は 先に 立って 這 入る と、 早速 馴れた 調子で 小さ 

な 花環 を 一 つ 註文し ました。 

成る 程、 その 店の 主人ら しい、 頸の 太い、 禿 頭の 



ていた 片山 助役 は、 やがて その 眼に 喜びの 色を湛 えて、 

みずお け 

直ぐ 彼等の 横にあった 水槽の 中の 美しい 色々 の 草花 を 

指差しながら、 盛んに 花環 を痏 えてい る 親爺へ、 言い 

ました。 

「小父さん。 綺麗な 花です ね。 こんな 綺麗な 奴が、 こ 

の 寒空に 出来 るんで すか？」 

すると 親爺 は 一 寸顔を 挙げて、 

「出来ます とも。 B 町の 農 蚕 学校の 温室で ね —— 。 土 

曜日の 晚 方に 行けば、 貴方 達に だって 売って くれます 

よ。 …… さあ、 出来 上りました。 六十 銭 頂きます。 へ 

ィ」 



と、 そこで 助役 はす まし 込んで 花環 を 受取る と、 代 

金 を 払って、 そのまま ぶいと 表へ 出て しまいました。 

かどぐち 

吉岡も 早速 助役の 後に 続い たんです が、 門 口を出しな 

に チラ ッと奥 を 見る と、 あの 感じの 陰気な その 癖 妙に 

可愛らしい 娘 は、 まだ 相 変らず 顔 だけ 出して、 表の 方 

を視 いていました。 

外へ 出る と、 助役 達 はもう 十 間 程 先 を 歩いて います。 

で、 吉岡は 急いで 追いつく と、 その 肩へ 手 を 掛けな が 

ら、 気色ばんで 言いました。 

「助役さん。 あの 親爺、 とうとう 毎土曜日の 午後に B 

町へ 行く 事 を 白状し たんです から、 何故 序に 捕えち 



う 一 度 静かな 気持に なって、 その 『最後の 謎』 を 考え 

られる だけ 考えて みょう」 

で 彼等 は、 素直に 機関庫へ 引 挙げる 事に しました。 

そして 片山 助役 は、 翌日から 彼の 言明 通り、 あの 陰 

お- P ： 

気な 十 方 舎の 親 娘の 身辺に 関して、 近隣の 住人 やその 

他に 依る 熱心な 聞き込み 調査 を 始めたん です。 

一日、 二 日と する 内に —— 彼等 は 全く 一 一 人き りの 寂 

おやこ くらし つきあ い 

しい 親 娘であって、 生計 は 豊かで なく 近所の 交際 もよ 

くない 事。 娘 は トヨと 言う 名の 我儘な 駄々 ッ 児で、 妙 

な 事に はこ こ 二、 三年 来 少しも 家より 外へ 出ず、 年 か 

ら年 中日が な 一 ン日 ああして あの 奥の間へ 通ず る 障子 



と 毀れ る ものの 様に ォド ォド した 可愛がり 様 を、 一再 

ならず 私 は 見せつ けられた ものです。 …… 

ま、 それ はさて おき、 とにかく そんな 調子で ドシド 

シ 洗い上げた 片山 助役 は、 やがて 殆ど 満足な 結論に で 

も 達した のか 次の 土曜日の 夜に は、 正確に 言う と 日曜 

日 —— 三月 十八 日の 午前 四時 三十 分に は、 もう 涼しい 

顔 をして、 あの 曲線 線路の 松林で、 その 娘の 親爺 を 捕 

えるべく、 例の 二人の 部下と それから H 署の 巡査と 四 

うずくま 

人で、 黙々 と 闇の 中へ、 蹲 つてい たんです。 

ところが、 ここで 片山 助役の 失敗が 持 上つ たんです。 

と言うの は、 四時 四十 一 一分に 例の 旅客列車が 通過して、 



五分 過ぎ ましたが、 意外に も 豚 盗人 はやって 来な いん 

です。 

十分、 二十 分、 一行 は 息 を ひそめて 待ち ましたが、 

この 前で 懲りた のか 大将 一向に やって来ません。 そし 

てとうと う 肝心 要の g • • 号の 貨物列車が 通り過ぎ 

てし ま つたんで す。 

「 …… ふむ。 先生、 この 張 込みに 感付いた な。 よし。 

もうこの 上 は、 直接 十 方 舎へ 乗り込もう」 

とうとう 助役 は、 そう 言つ て 不機嫌 そうに 立上り ま 

した。 

やがて 一行 は、 B 駅から 直ぐ 次の 旅客列車に 乗って 



H 駅へ 来ました。 そしてもう 夜の 明け 切った 構内 を 横 

切って、 十 方 舎へ 行くべく 機関庫の 方へ 歩いて 行った 

とむらい 

ん です。 と、 どうした 事でしょう、 「葬式 機関車」 の 「ォ 

サ泉」 と 助手の 杉 本が、 テク テク やって来 るんで す。 

見れば、 杉 本の 例の 鼻の 下の 煤が、 いつの 間に か 綺麗 

に 拭き取られて いるん じ やないで すか！ 

杉 本 は、 一 行 を 認める と 大袈裟な 顔 付で、 

「とうとう 又 殺つ ちゃ いました よ」 

「なに 又 殺った £:」 

と、 助役が 思わず 叫びました。 

すると^ 本 は、 



「ええ、 確かに 手応が ありまし たよ。 この 駅の ホンの 

ブリッジ おかま 

一 丁 程 向う の 陸橋の 下です。 しかもね え、 機関車の 

車輪 にゃあ、 今度 ァ 女の 髪の毛が 引ッ掛 つて ましたよ。 

豚 じ やねえん です —— 」 

で 早速 彼等 は、 十 方 舎の 親爺の 逮捕 をと リ あえず 警 

官に 任せて、 大急ぎで 逆戻り をし ました。 そして 間 も 

なく、 H 駅の 西へ 少し 出外れた 礫 死の 現場へ やって来 

たんです。 

恰度 朝の 事で、 冷え冷え とした 陸橋の 上に も、 露に 

濡れた 線路の 上に も、 もう 附近の 弥次馬 達が、 夥しい 

黒山 を 作って いました。 —— その 黒山 を 押 崩す 様に し 



「 …… こり や あ。 切断の ために 出来た 浮腫 じゃあない 

よ。 君達 は、 あの フィラリ ャ つて 言う 寄生虫の ために 

リ ンパ ふ さ う つ せき 

淋巴 管が 閉塞 がれて、 淋巴の 欝積 を 来した 場合 だと か、 

或は 又、 一寸した 傷口から 連鎖状球菌の 浸入に 依って、 

ふしゅしょう 

浮腫 性の 病後に 続発 的に 現れる 象皮病 —— つ て 奴 を 

知って るかい 9 …… こいつが それ だよ。 僕の 大学 時代 

の 友人に、 これ を 病んだ 奴が 一人 あつたよ。 患部 は 主 

はれあが 

に 脚で、 炎症の ために 皮膚が 次第に 肥厚って、 移動 性 

を 失って 来 るんだ。 象皮病で 死んだ と言う 事 は 余り 聞 

かないが、 旧態 通りに 治癒る つて 事 は、 ま、 大体 絶望 

らしい な」 と 助役 はこ こで 一 寸 いずまい を 正して、 「… 



るの は、 とてもつ らいんで す。 と言うの は、 その 話つ 

ての が、 そもそも 私の 過去に 致命的な 打撃 を 与えた、 

きたな 

苦しい 思い出 だから なんです ：：： さあ、 この 穢 らし 

い 手紙なん です が …… どうぞ、 ご覧 下さい …… 

お 懐し ぃォサ セン 様。 

4? J こ ノ 

妾 は、 十 方 舎の 一人娘 トヨで ご座います。 この 

手紙 を 貴男が ぉョミ になる 頃に は、 もう 妾 は 少しも 

恥 かしい 事 を 知らない 国へ 行って おります。 だから 

妾 は、 どんな 事で も 申 上げられ ると 思います。 どう 

ぞ 私の 話 を、 お聞き 下さい。 



られ るの をい つまで も 待ち 続けて いる 妾 を 見兼ねた 

のか、 とうとう 父 は 恰度い まから ひと 月 程 前、 B 町 

へ毎シ ユウ 草花 を 買いに 行く 度に、 なんでも 大変 キ 

キヌの ある 神様へ ォ ガン を かけて 来る 様に 約束して 

くれました。 すると どうでしょう。 その 大変 キキメ 

の ある 神様 は 哀れな 妾の ねがい をお 聞き 下さって、 

日 ヨウ 日毎に 貴男に お 眼に かかれる 様に して 下さい 

ました。 ああ その 頃の 妾 は、 なん と言うし あわせ 者 

でした でしよう。 毎日 毎日 唄 を 唄ったり、 父と ユカ 

ィに話 をしたり …… 。 

でも、 それ は ホンの つかのまの 事で、 この 前の 日 



ヨウ 日に は、 もう 貴男 はおいで になり ませんで した _ 

そして 何事が あ つたの か 父 はもう バ チが 当る か らォ 

ガン を かける の はィャ だと 言いだ して、 だから 今夜 

も 花 だけ 買って 早く 帰って来て しまいました。 そし 

てお さえ 切れ なくなった 妾 は、 とうとう 父と みにく 

い 口 あらそい を 始めた ので ご座います。 

そして ああ 恋しい ォサ セン 様。 

とうとう 妾 は、 恰度 手に 持って いた 棺 板に 穴 を あ 

ける ョッメ • キリで、 あやまって 父 を 殺して しまつ 

たので ご座います。 

妾 は、 もう 生きて いる ノゾミ をな くして しまい ま 



さり 

めがけて 大きな 錐 を 突立 てられた まま、 造り かかりの 

棺桶の 中へ ノ メリ 込む 様に して 冷くな つてい ましたよ 



いや、 学生さん —— 

…… これで、 何故 私が 鉄道 稼ぎ を 退職る 様な 気持に 

なった か、 そして 又 何故 毎年 三月 十八 日、 つまり 十 方 

舎の 娘の 命日に、 こうして H 巿の 共同墓地へ 墓参りに 

出掛ける か、 お判りに なった 事と 思います …… え？ 

ああそう そう …… もうと ッ くにお 判りの 事と 思います 

とむらい 

が、 実は この 私が、 「葬式 機関車」 の 「ォサ 泉」 事、 長 

田 泉 三なん です …… いや どうも、 永々 と 喋らして 頂き 



ましたな …… どうやら、 ボ ッボッ H 駅に 近づ いたよう 

です …… では、 これで 失礼いた します。 

(「ぶろ ふいる」 昭和 九 年 九月 号) 
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